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SakaiにおけるWebサービスによる連携機能の現状

The Existing State of Coordination Function in Web Services on Sakai
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あらまし：近年，Googleに代表されるようなブラウザ上で利用できるWebアプリケーションによるサ

ービスがたくさん登場し，インターネットさえつながれば，どこでも，どの PCでも同じ環境でアプ

リケーションが使えるようになった．また，公開されたWebサービスAPIを利用し，別のシステムま

たはアプリケーションから必要な機能を活用した，マッシュアップといった利用も可能である．SNS

や Twitterを教育に利用する試みも多数報告され，Sakaiから Twitterや Google Docsを活用する機能も

実装が進んでいる．本報告では，開発中の Sakaiバージョン 3を含め調査し，Webサービスを利用し

た外部システムの活用について考察する．
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1. はじめに

近年，Google に代表されるようなブラウザ上で
利用できる Web アプリケーションによるサービス
がたくさん登場し，インターネットさえつながれば，
どこでも，どの PC でも同じ環境でアプリケーショ
ンが使えるようになった．また，公開された Web

サービス API を利用し，別のシステムまたはアプリ
ケーションから必要な機能を活用した，マッシュア
ップといった利用も可能である．大学などの高等教
育機関において SNS や Twitter を教育に利用する試
みも多数報告されており (1) ，これら SNS や
Twitter，Google Docs 等のオンラインサービスと学
習管理システム(LMS: Learning Management System)

との連携も実装され始めている．
本報告では，学習管理システムの一つである

Sakai(2)を中心に Web サービスによる Web アプリケ
ーションとの連携の現状を，現在開発が進められて
いる Sakai バージョン 3 を含め調査した．また，熊
本大学大学院教授システム学専攻で開発した Sakai 

OSP による e ポートフォリオシステム「学習ポート
フォリオ」 (3) と Blackboard Learning System CE6.0 

(BbLS CE6.0)との連携について報告し，Sakai の
Web サービスによる外部システムの活用について
考察する．

2. Sakaiと外部Webアプリケーション

Sakai の Web アプリケーションとの連携を調査し
た．
2.1 調査

Sakai の最新リリース版である Sakai 2.7.0 にバン
ドルされたコアツールと大学やシステムベンダーが
独自に開発し，Sakai コミュニティーに提供してい
る Contrib ツールと，次期メジャーバージョンアッ
プ版の Sakai 3 を調査対象とした．Contrib ツールは，
Sakai プロジェクトの Subversion のリポジトリに公

開されており，自由に取得し，インストール可能な
ツールである．しかし，Sakai コミュニティによる
ソースコードのメンテナンスは行われていないため，
インストール時には，Sakai のバージョンに対応し
ているか注意が必要である．
2.2 外部Webアプリケーションとの連携

Sakai  2.7.0 の外部アプリケーションと連携可能な
コアツールには，プロフィールツールがある
Twitter アカウントを設定すれば，プロフィールの
入力ボックスから発言することができる（図 1）．

Sakai  2.7.0 の外部アプリケーションと連携した主
な Contrib ツールを挙げる．

Big Blue Button

利用するシステム: Big Blue Button(4)

機能: Web カメラによる映像や音声，チャット，ま
たプレゼンテーションやデスクトップ画面の共有機
能等を提供する．Web カンファレンスツール．
外部システムのライセンス: オープンソース

図 1:プロフィールツールの Twitter 連携
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Breeze Link

外部システム: Adobe Connect(5)

機能: Web カメラによる映像や音声，チャット，ま
たプレゼンテーションやデスクトップ画面の共有機
能等を提供する．Web カンファレンスツール．
外部システムのライセンス: 商用ソフトウェア

SCORM Player Integration

外部システム: Icodeon SCORM Player(6)

機能 :  SCORM 1.2  と SCORM 2004 に対応した 
SCORM プレーヤー．
外部システムのライセンス: 商用ソフトウェア

Live Virtual Classroom

外部システム: Elluminate Live!(7)

機能: Web カメラによる映像や音声，チャット，ま
たプレゼンテーションやデスクトップ画面の共有機
能等を提供する．Web カンファレンスツール．
外部システムのライセンス: 商用ソフトウェア

Sakai Maps

外部システム: Google Maps(8)

機能: Google Maps を使って，地図の表示，コメン
トやマークの登録などの機能を提供する．
外部システムのライセンス: 商用ソフトウェア

Sakai  3 は，まだ開発中であるが，開発中のシス
テムをデモサーバ(9)で試用することができる．Sakai 

3 では，Sakai Kernel 2 である Nakamura が Sakai の
情報への RESTFull なアクセスを提供することで，
Javascript と AJAX による軽量なユーザーインター
フェースの設計が可能となっている．つまり
Nakamura 自身が Web サービスをユーザーインター
フェースに対して提供する．また，外部 Web アプ
リ ケ ー シ ョ ン と し て ， Twitter(10) や Google 

docs(11)，delicious(12)との連携も既に実装されている．

2.3 外部Webアプリケーションからの利用

Sakai  2.7.0 の Sakai の情報を外部アプリケーショ
ンから利用するツールには，Contrib ツールの My 

Sakai がある．My Sakai は，Sakai のユーザーインタ
ーフェースの改善を掲げており，
FaceBook，iGoogle といった Web アプリケーション
と連携できる．また，Mac ウィジェット，RSS フィ
ード，Google デスクトップ，Windows Vista スライ
ドバーウィジェットといったローカルアプリケーシ
ョンとの連携も可能である．

2.4 LMSとの連携

熊本大学大学院教授システム学専攻で開発した
Sakai OSP による e ポートフォリオシステムは，
BbLS CE6.0 のデータベースを解析し，独自にデー
タ取得プログラムを作成することで学習データの連
携を実現している．データの転送には，学内ネット
ワークの都合上，中間サーバを設置している．また，
Sakai への学習成果物の登録や OSP のツールである
マトリクスへの登録には，Sakai の Web サービスに
独自開発の API を追加し，利用している．これによ
り，学生の BbLS CE6.0 上にある学習成果物は，全
て Sakai の各学生のリソースツールに科目毎に自動

的に保存され，OSP のマトリクスに自動的に登録
することが可能である．

3. 考察

Sakai2.7.0 と Sakai 3 を調査し，Sakai が Web サー
ビスを核とした設計が進められているのを，実際の
デモサーバのシステムより確認できた．熊本大学で
の今後の e ポートフォリオシステムにも，Sakai 3 の
設計を意識して，開発する必要がある．
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